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＜連絡事項＞

· 市民病院で糖尿病に関する研修会があります。個人での申し込みになります。

· 庶務室から、パソコン使用頻度調査依頼あり確認作業中です。

· 青仁会祭り夜間の部は計画中止となりました。日中の祭りの準備・当日の作業の協力を引き続きお願いします。

· 人事考課面接のスケジュール変更のスタッフは、変更日の設定を確実に実施の事。

· 通所経過連絡票作成期限は10日になっている。

＜外来情報＞　

· 淡路　智恵子様～声のトーンが高く、やや気分の高ぶりが見られていた。

· 溝越　キク様～来院時間が遅れ気味になっている為、9時30分外来診察の時間を約束する。
＜利用者様情報＞

· 田名部　一樹様～昨日、青山荘スタッフ・青明舎と通所スタッフの話し合いがある。青山荘での　　　　

経過が10日で3年目となり、自宅から青山荘を経由し通所に通って7ヶ月が経過している。29歳という年齢も考え、今後のためにも就労計画を立てていく事が望ましいと考えられる。見た目より生活技術の拡大もうまくできず、対人関係拡大の不得意さもあり、家族やスタッフのサポートがかなり必要なる。今の環境から徐々にステップアップを進めていく。

次週に医師や家族・本人も一緒に今後の方向性の確認・決定する。

　・　鈴木　茂子様～本日、スタッフ2名と本人の3者面談を行う。9月の通所利用がなかった事と連絡方法の不十分さを指摘する。約束を守る事が信頼関係の構築につながっていく事も説明。肛門（脱肛や痔ろう）の具合も落ち着いてきていると話す。

　　　　　　　　　　本日から確実に通所する事を約束する。

　・　巴　勇樹様～本日は体調不良を訴え、運動プログラムの欠席や昼食不食となっています。昨日も体調がすぐれないとプログラムを欠席している。

　　　　　　　　　話しすぎたり、ケタケタ笑ったりと気分の変調も見られる。しばらくは経過要観察とする。しばらくは朝のアンデルセン作業も中止する。

＜クラブ活動アンケート結果について＞

アンケート結果の個人希望について意見交換する。

　デイナイト）

　上岩　英治様～第１希望が読書クラブを希望しているが、読書については自主活動でも行える活動であり、現在のところクラブとしての設定はしていないため、第２希望の音楽クラブで進めていく。

　浜飯　政昭様～第１希望で軽運動クラブを希望している。現在も軽運動クラブに参加されているが、腕組みをして物思いにふけったままの様子で過ごされるなど参加状況にむらがみられている。ゲームクラブのメンバーに誘われて将棋を行った際は、集中して取り組むことができていた。その姿勢も評価して、第２希望のゲームクラブを進めていく。

　大野　友章様～第１希望で卓球クラブを希望している。メンバーとの交わりが課題となっている方であるが、今回は卓球クラブのメンバーとどのような付き合い方ができるのか、卓球の場面で対人関係を見ていく。

　小笠原　富治様～音楽クラブを希望している。現在は習字クラブに参加されているが、眠いのか？習字を早々と終え、ぼんやり過ごされていることがある。音楽クラブで自発的に音楽を楽しめていけるか、観察していく。

　小向　武雄様～現在ゲームクラブに参加されているが、次回は音楽クラブを希望している。元々歌が好きな方であり、自分の希望を意思表示できたことを評価していく。

　デイケア）

　杉澤　恵子様～第１希望で音楽クラブを希望している。好きな歌手のカセットを多く持っているため、趣味の域を拡大していく。

　中川原　義雄様～第１希望で音楽クラブを希望している。今のゆっくりした穏やかなペースをサポートする。

　佐藤　朗子様～第１希望でゲームクラブを希望している。自主活動ではテレビゲームを独占してしまい孤立してしまう傾向にあるので、第２希望の軽運動をすすめていく。体の体操と交流の場を設定する。

＜勉強会・面接2について＞

　精神疾患は、対人関係の障害であり、患者スタッフ関係を経験していくことは治療的意味を持つ。

患者の相談にのったり、その対処や問題解決に向けて話し合うこと（面接）の役割は大きい。

　前回は①面接とは何か

　　　　②面接の形式

　　　　③時間・場所・対面位置などについて学習した。

　

　患者の態度）

　　面接に対して自主的であるか、目的や期待するものはないか、具体的内容はどのようなものかに

　よって、患者の態度、反応は多種多様である。

　　態度としては、①スタッフに答えを出してもらおうとしているのか（依存）

　　　　　　　　　②提案に対し無批判に従っているか（服従）

　　　　　　　　　③話に同意しないか（反感）

　　　　　　　　　④疑問をもっているか（不信感）

　　面接内容の理解度の観察としては

1 面接者の話を理解している様子があるか

2 現実検討ができているか

3 焦っているか

4 イライラしているか

5 口調の強弱

6 表情（無表情・険しい・温和）

7 面接者に身体を向けているか

8 手足をゆすってないか

9 身振り手振りを加えているか

10 脱力感はないか

11 下を向いていないか

12 目線を合わせるか

　　スタッフの態度・姿勢）

　　　　面接はときとして、スタッフが患者の状態を知りたい、問題に対しての考えを聞きたいということを優先し、質問攻めになることがある。しかし、職員が知りたい事は患者の本音であり、考えであるため、追求より受容的態度が必要である。

　　　　話し半ばで、スタッフが「こう考えればいい」「こうしたほうがいい」と患者の言いたい事を打ち切ってしまう場合がある。これでは、次から患者はスタッフに面接を求めてこない事態になる。そのため、患者の言いたいことの本音はどこにあるのかということを意識して聞くことが必要になる。

　　　　スタッフ自身の観察のポイントは

1 患者の話が聞けているか

2 スタッフの考えをおしつけていないか

3 患者は何を伝えようとしているのか

4 その背景には何があるのか

5 患者の感情に共感しているか

6 スタッフ自身に気持ちのゆとりがあるのかなど、面接中にたえず自分自身を観察する必要がある。

